
(法第 28条 第 1項関係 「前事業年度の事業報告書J)

2010年 度の事業報告書

2010年 1月 1日 か ら 2010年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人日本芸術家協会

1 事業の成果

主な事業活動である、第 33「 JAG展 (公募)は 、これまで会場として利用してきた東京都美術
館の改修工事のため、今年度の会場として 「横浜市民ギャラリーあざみ野Jに 変更し開催した。
比較的新しい展示会場のため知名度、利便性等の関係で、出品,者数、出品点数の減少はあった
が公募展を首都圏で連続開僻することができ、関西や九州等遠隔地から優れた作品の出品が見ら
れたのは大きな成果であると考えている。
他の事業活動である、ュG小『1展、春季 JAC展はほぼ例年と変わらぬ規模で開催できた。また
普及活動Jと して取り組んでいるJ、人物画勉強会、スケッチ会、l_4画教室の活動も、次第に参加
者の増加があり、地域の芸術文化の普及に貢献できた。

2 事業の実lL‐に関する事項
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者の範囲

0)人数

計

の

費

額

単

千

文

書

業

金

　

‥

収

算

事

の

＜

位
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①展覧会
の開催事

業

月ヽ T展

絵画教霊参力‖者、スケッチ

会参加者、その他一般の出

品しやすい小『|(6号 10

号)の 制作 出nnを通じて

芸術参画への道を開く。

①

①

　

０

2月 23日-28日

lj■l浜‖,民ギャ

ーあざみ野

延 50名

(D)会員、一般
(E)130名

974

春季展

秋の Лヽ G展 の一般公募に

応募される方のファース

トステップとして、作|■の

制作 ・出品を経験すると共

に、会員との交流をはか

る。

(A)5月 8日-14日

(B)1黄浜市民ギャラリ

ー関内
(B)延 70名

Ｄ

Ｅ

会員、一般
117名

1,067

33回 J■6展

公募展 として広 く一般よ

り作品を公募し、優秀な作

混|を展示、賞を与えて、研

鑽のきっかけを提供する

Ａ

Ｂ

　

　

Ｃ

10月 11日-17

横浜市民ギャ
ーあざみ野

延 100名

FI

ラ リ

(D)会 員、一般
(E)128名

2,384

②普及活

動

人物画研究会 (A)1/13,2/17,3/10,4/1

2,5/17,6/17,7/12,8

/9,9/13,10/21,11/8

,12/13

(D)会員、一般
(E)各国毎約 25名

0



(B)都立美術館,横 浜市

民ギャラリーあぎみ

野

(C)各回 3名

スケッチ会 (A)1/20,3/2,4/2,5/19,

6/3,7/22,9/9,11/25

,12/9
(B)日本民家園 子供の

国、ニツ池公園の桜、

都立小山内裏公園、

人磯、浜離官恩賜庭

園、江ノ島、泉の森
(大和市)、多摩り台

公園
(C)各回 47名

(D)会員、一般
(3)各国毎約 40名

117

絵画教室

3教 室 (初心者向け、写実

表現、脱写実表現)

(A)各教室 :隔週金曜日

または火曜日
(B)青葉区文化センタ、

アー トファーラムあ

ぎみ野
(C)各」6名

(D)一般
(E)アー トファー

ラムあざみ野

金 曜 日 13名

火曜日20名

青業区文化セン

タ

金曜日20名

0

③広報啓

発事業

ホームページに展覧会開

催等の活動スケジュー

ルの広報、および展覧会

展示作ur4の写真掲載

(A)小品展、春季展、32

回 JAC展 出‖1作『)を

掲載
(3)www i塁J■咀血:
(C)34

(D)会員、一般
(1))1/1-12/31

クセス数

15,000

391

JACニュース発行 (A)`F21コ1発イ子
(B)F「昂J1//1
(C)1名

(D)会員、 一般
(E)印刷物

各回 500部発行

231



(法第 28条 第 1項 関係 「前事業年度の財産目録J)

2010年 度特定非営利活動に係る事業会計財産日録

2010年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人日本芸aテ家協会

科 日 ・ lsl要 額  (単 位 i円)金

資産の部

流動資産

現金預金

現金 (現金手許有高)

普通預金 (みずほ銀行あざみ野支店)

Ill便貯金

会費未収
2010年度会費 (2″)分)

前払い費用

仮払金

流動資産合計

固定資産

固定資産合計

資産合計

負債の部

流動負債

未払金

前受金

会費前受金

面集積立

流動負債合計

固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

0

3,900,099

1,922,300

40,000

337,000

0

6,199,399

0

6,199,399

0

70,646

150,000

1,534,000

1,374,200

3,128,846

0

3,128,846

0

3,070,553



(法第 28条第 1項関係 「前事業年度の貸借対照表 (勘定式)J)

2010年 度特定非営利活動に係る会計貸借対照表

2010年 12月 81日 現在

特定非営利活動法人日本芸術家協会

科 日 金 額  (単 位 :円) 科  目 金 額  (単 位 :円)

資産の部

流動資産

現金

普通預金

郵便貯金

前払い費り刊

会費未収

仮払金

流動資産合計

固定資産

固定資産合計

資産合計

0

3,900,099

1,922,300

387,000

40,000

0

6,199,399

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

前受金

会費前受

画集積立

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負債合計

Ill 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期iE味tll産

増カロ額 (減少額)

正味財産合計

負債及び正味財産

合計

70,646

150,000

1,534,000

1,374,200

8,128,846

0

0
0

0 2,753,700

316,853

3,128,846

8,070,653

6,199,399 6,199,399



(法第 28条第 1項 「前事業年度の特定非営利活動に係る事業会計収支計算書J)

2010年度 特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

平成 22年 1月 1日から  平成 22年 12月 31日まで

特定非営利活動法人日本芸術家協会

科   日 金  額  (単 位 :円)

経常収入の部

入会金 ・会費収入

入会金収入

会費収入

利息

寄付

事業1又入

展覧会開催事業 01 品ヽ展)

展覧会開催事業 (春季展)

展覧会rll催事業 (33回 IAG展)

経常収入合計

経常文出の部

事業費

展覧会開催事業 (小品展)

展覧会開催事業 (春季展)

展覧会開催事業 (33回JAC展)

普及事業
広報啓発事業

管理費
事務運営費

会場費

印ll費

会議費

事務用品費

通信費
広告宣伝費

賞品費
雑費

慶弔費

経常支出合計

経常収支差額

その他資金収入の部

その他資金1又入合計

その他資金支出の部

固定資産取得支出

予備費

その他資金文出合計

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

420

4,o27

1

０

　

０

　
０

　

０

０

０

４

０

０

６

4,448,640

2,972,000

7,420,640

915

1,287

770

０

　

０

　
０

０

　

０

　
０

０

　

０

　

０

974,042

1,067,121

2,383,677

117,470

621,910 5,164,220

1,939,567

7,103,787

827,820

23.000

69,300

71,709

279,990

156,623

429,000

0

46,375

35,750

316,853

0

0

316,853

2,753,700

3,070,653



残 高 証 明 書

特定非営利活動法人日本芸術家協会 様
平成 22年 12月 31曰 現在

金 額 合 計 ¥3,900,099※

種   類   番  号 金 額 (円) 摘 要

1175182 3′,00′ 09'

余  自

貴ご名義勘定の残高は上記の通りでございます。

・T成 23年  1月  4曰

(注)この証明書の金額は8]lEいたしません。

預金の残高には他店券によるこ入金分も含まれており示す.

株式会社みずほ銀行
あざみ野支店
022118
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